
（２）研究・実践 事例№１ 

山形県立ゆきわり養護学校中学部３年 国語 

 
  

  

日 時：令和６年１１月７日（木） 

９：４５～１０：３５ 

場 所：中学部 B学級教室 

対 象：３年 １名  

授業者：教諭 齋藤由紀 寒河江由紀 石山里恵 

 

 

１ 主に活用した機器・コンテンツ  

 

 

 

２ 授業 

（１）本時の目標 

  ①挿絵や言葉を手掛かりに、ろばの行動や場面の様子が分かる。 

  ②音を表す言葉を考え、選択することができる。 

  ③絵本に注目し、楽しい気持ちを身振りで伝えようとする。 

（２）指導過程 

時間※１ ●主な学習活動 ○ICT活用ポイント、留意点 使用機器 

コンテンツ 
情報活用能力※２ 

導入 

５分 

 

●挨拶をする。 

●前時までの振り返りと

今日の学習内容の確認

をする。 
 

○ 生徒がすぐ使うことができる

場所にタブレットを置いてお

く。気になりすぎないように留

意する。 

  

展開 

３９分 

 

個別 

B１ 

 

 

一斉 

A１ 

協働 

C１ 

●『どんぐりころころそ

のあとは』の読み聞か

せを聞く。 

●擬態語や擬音語につい

て知る。 

 

 

●『どうぞのいす』の読

み聞かせを聞く。 

●ろばが出てくる場面を

読んで、その行動や場

面の様子について考え

る。 

 

 

 

・かなトーク 

 

 

 

 

 

 

 

・Microsoft 

 Power Point 

A１①aステップ１ 
コンピュータの起動
や終了、写真撮影な
どの基本動作 
 
Ｂ１ステップ２ 
情報の大体を捉え、
分解・整理し、自分の
言葉でまとめる 

まとめ 

１分 

●振り返りをする。    

 

秋のお話を読もう 

 

・かなトーク ・Microsoft Power Point ・Key note 

○ICT活用ポイント１ 

・「かなトーク」を使って文字

を入力し、「発声」ボタンを押

すことで、周囲に、言葉や考

えを伝える。 

 

○ICT活用ポイント２ 

・Microsoft Power Point を使

い、写真に撮った絵本をテレ

ビに映して読み聞かせをす

ることで、全員が注目できる

ようにする。 

○ICT活用ポイント３ 

・「Key note」を使い、生徒の

言葉を即時に画面に反映さ

せることで、意欲を持続す

る。 



                            （２）研究・実践 事例№１ 

３ ICT活用ポイント  

ICT活用ポイント１ B１ 

紙の五十音表を本人が指差し、教師が読み上げることをしてきたが、かなトークの「発声」ボタンを押す

ことで、教師を介さずに周囲に伝えることができる。 

ICT活用ポイント２ A１ 

複数の生徒に絵本の読み聞かせをする際、普通サイズの絵本だと小さくて見えないことがあったり、集中

できないことがあったりするが、大きいテレビに絵本の写真を写し、タイミングよく場面を切り替えること

で、生徒にとっては見やすく、話の内容に注目することができる。 

ICT活用ポイント３ C１ 

Key noteを使って学習を進めることで、資料に様々な表現を盛り込み、生徒の注目を持続することができ

る。また、絵本の場面の様子や登場人物の気持ちを考える学習では、MTの発問に対し、生徒が発声や身振り、

文字の指差しなどで自分の考えを伝えた。その際、Key noteを使うことで、すぐに自分の考えが文字で取り

上げられたり、友達の考えを知ったりすることができ、生徒の意欲につながる。 

 

 

（１） 教師の質問に対して、「かなトーク」を使って自分の伝えたい言葉を入力する。 

（２） 発声ボタンを押し、周囲に伝える。  

 

 

 

 

 

 

 

（１） 絵本の各ページを写真に撮ったものをテレビの画面に映し、読み聞かせを始める。 

（２） 読んでいるタイミングに合わせてタブレット端末を操作し、場面を切り替える。 

（１） 紙の五十音表と同じ

ように、伝えたい言葉

を入力する。 

（２）文字入力後、発

声ボタンを押す。 

 

（１） Key note を使って本単元の学習内容を提示する。 

（２）場面ごとに挿絵と吹き出しを表示し、生徒が選んだ音やセリフに顔写真を入れる。 

どんぐりころころ

の絵本 

どんぐりころころ

の絵本 



                            （２）研究・実践 事例№１ 

４ 活用の成果 

  ・かなトークを使い、発声ボタンを押すことで、教師が読み上げなくても、自分の伝えたいことを周りに伝

えることができた。 

  ・テレビに映して絵本の読み聞かせをし、タイミングよく場面を切り替えることで、話の内容に注目するこ

とができた。生徒に絵本の中の注目してほしいところを提示するときも、簡単に拡大して示すことで、集

中して見続けることができた。 

  ・key noteに生徒の発言（身振り、発声）を即時入力することで、生徒の意欲を持続することができた。ま

た、入力する際、STが生徒 の言葉を拾い、MTに伝えることで、すぐに取り上げ提示することができた。 


